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令和３年度学校評価について 

帝塚山小学校は、令和３年度の教育活動及びその他の学校運営の状況について、学校

評価を実施しました。 

学校評価は、本校児童とその保護者を対象とした各アンケート結果、育友会等との懇談

会で寄せられた御意見等を活用のうえ自ら評価を行い、さらにその結果について学校関係

者による評価を行いました。 

このたびの結果を踏まえ、更なる教育水準の向上を目指して、教育活動及び学校運営の

改善工夫に組織をあげて継続的に取り組んでいく所存です。 

帝塚山小学校 

校長 野村 至弘



１.　総括

学校名

建学の精神

本校の重点目標
（教育目標）

[成果]

[課題]

具体的目標 総合評価

①　教育目標の共有化
②　「考える子ども」の育成
③　「心を磨き共感力を高める」活動
の充実
④　「本物にふれ可能性をひろげる」
実践の推進

Ａ

①　ＩＣＴ教育の推進
②　国際理解教育の充実
③　「社会に開かれた教育課程」の実
現
④　学園各学校園との連携強化

①　学校リスクの対策強化
②　研究・研修の推進
③　財政健全化策の強化
④　学校評価の実質化
⑤　教員評価の実施推進

①　広報活動の組織的展開
②　募集活動の強化
③　教育内容の独自性発信

本年度の重点目標

１．「根っこを鍛える」教育目標
の具現化

２．特色ある教育の推進拡充

３．教員の意識改革・行動改革推
進

４．児童募集活動の強化

　令和３年度は、前年度に引き続き、コロナ禍との
共存の中、感染予防対策に重きを置く必要があった
ことから、予定していた行事や学習活動が中止に
なったり、規模を縮小せざるを得ないこともあっ
た。しかし、以前に比べ、感染症としての実態も
徐々に解明され、予防策についてもはっきりしてき
たので、感染予防対策を徹底した上で、細心の注意
を払いながら行事や活動を実施することができたと
考える。これにより、運動会や音楽祭、国内留学な
ど、本校の主な行事を開催することができ、夏合宿
についても、中止するだけでなく、宿泊に代えて、
日帰りでのフィールドワークを実施し、学びを止め
ない方針を示すことができた。
　また、１月頃からのオミクロン株の流行は予想以
上に小学校に大きな影響をもたらし、これにより、
欠席者が急増し、学校閉鎖や学年閉鎖を余儀なくさ
れたため、３学期の行事も変更せざるを得なくなっ
た。２月中旬になって、ようやく落ち着きを見せ始
めたため、卒業式や修了式は、規模を縮小したもの
の予定通り開催でき、制約は厳しかったものの無事
今年度を締めくくることができた。

令和３年度　学校評価

帝塚山小学校

「社会に有為な人材を育成する」

[人間力の基礎づくりと21世紀型スキルの育成」

　“「子どもの根っこを鍛える」教育を目指す”

前年度の成果と課題

前年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止対応に追われた１年であった。臨時休業という異例の
事態が５月末まで及び、その後も、段階的に日常を取り戻す日々が続いた。６月になって、授業を再
開したものの、授業時間数を確保するために夏休み期間の短縮などの対策を行った。一方で、感染拡
大防止のため、夏の宿泊行事をはじめ、多くの学校行事を中止または内容の大きな変更を余儀なくさ
れた。後半になって、感染症の対応策が徐々にはっきりしてきたので、感染予防策を徹底したうえで
の学校行事や教育活動を運営することができるようになった。ただ、コロナ禍でも学びを止めないと
いう方針の下、何とか行事や活動を実施するための努力を続け、可能な限りの成果を残すことができ
た。

新しい生活様式が求められる中、安全安心な学校運営を目指すことが急務である。特に新型コロナウ
イルス感染拡大防止の環境の中、児童の学習保障をどのように進めていくか検討が必要である。
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教育目標の教職員におけ
る共有化

年度初め及び各学期に、教育目標を説
明し、全教職員に共有させる。 A

各学期末に職員会議を開き、教育界の動向情報
を共有し、本校の教育目標の位置づけについて
教職員に周知した。さらに毎月、コロナ禍にお
ける行事の実行について、委員を招集し「経営
戦略会議」を開催して内容を検討した。

状況に応じた計画の再編を進める。

教育目標に対する保護者
の理解促進

学校教育目標を保護者に説明し、理解
していただく。（３回実施） A

４月の全学年保護者会、育友会総会が感染拡大
により開催できなかったが、オンラインを通じ
て目標と具体的方策について説明した。また、
メールによる「校長室だより」を充実させ、
「学校だより」で繰り返し教育目標を説明し、
理解を得た。

「校長室だより」、「学校だより」及びホーム
ページを通じてさらに積極的に発信していく。

アクティブ・ラーニング
の推進

「主体的・対話的・学習深化」を意識
した授業に関する研修会を実施し、実
践する。（３回実施）

A

「主体的・対話的・学習深化」を意識した公開
授業を全教員最低１回は実施した。また、全員
が参加する研究授業を年間３回実施し、事前研
修、事後研修で検討した。授業の研修、協議を
通じて、よりよい授業作りに取り組んだ。

本校としてのアクティブ・ラーニングの在り方
と新学習指導要領に即した新しいカリキュラム
の検証と検討をさらに進める。

課題解決学習の推進
自らの問いを大切にした主体的学習活
動を全教科で推進した。 A 「ひとり勉強」を有効活用した学習を進め、実

体験に即した授業を実践した。
知的好奇心を育成する活動を本校の課題解決学
習の柱として位置づけるための検討を行う。

学習内容の精選
新学習指導要領での改訂内容について
周知する。 A

前年度の実施状況の反省を受け、学年はじめに
新学習指導要領での新しいカリキュラムの運用
状況を具体化し、実践を進めた。

新しいカリキュラムの運用と、これの検証をさ
らに追究する。

指導方法の工夫改善
全教員が、ＩＣＴの活用や教材を工夫
し、子どもの意欲を高める授業に心が
けている。

A

令和４年度のタブレット端末の一斉導入に向け
て、各教員が機器やインターネット教材などＩ
ＣＴを活用した指導の工夫を行い、日常の授業
の中で、適切にＩＣＴを活用することができ
た。

令和４年度の導入を見据え、タブレット端末を
さらに有効活用した授業の工夫をする。

「読む」「書く」活動重
視

授業で「読む」、「書く」活動を積極
的に取り入れる。

A
国語科における「音読」の重視、また読み聞か
せを積極的に採り入れ、学習の推進を図った。
新しい「帝塚山ノート」を導入し、自学自習
ノートを有効に活用する取組みを進めてきた。

「帝塚山ノート」を全児童にさらに定着させ、
自分で調べて、理解したことを書き綴る学習を
推進する。

「道徳」の充実
本校独自のカリキュラムのもとでの授
業を実施し、その内容について学期末
に授業研究部に報告する。

A
「新カリキュラム」に基づく道徳の取組みを
行った。その実践や成果を学期ごとにまとめ、
全クラス分を集約し、内容を検討した。

今年度の実践記録を参考に、本校の道徳カリ
キュラムをさらに充実させる。

人権教育の充実
人権委員会主導のもと、道徳教育との
関連を考慮した取組みを進める。 A

人権委員会が中心になり、道徳授業を実践し、
内容をまとめて、「学校だより」を通じて保護
者に伝えた。また、児童に対してのアンケート
を実施。いじめに対して早期対応し、職員間で
情報共有するように努めた。

児童の生活実態を把握し、さらに現実的な人権
教育の推進を工夫する。

学校行事の活性化
各行事のあり方について検討し、次年
度に向けて効率化、合理化を図る。 A

コロナ禍で行事が計画通りに実施できなかっ
た。感染の状況を踏まえ、安全を確保し、実施
可能な内容でできる限り行事を遂行した。終了
後に、職員が問題点、改善点を検討し、経営戦
略会議で、年間行事の吟味検討を行った。

状況に応じた学校行事の見直しを図る。

児童会活動の活性化
児童が主体的に計画し、活動できる環
境を整備する。 A

児童の主体的な活動がなかなかできにくい環境
であったが、運動会委員・集い委員等を設け、
できる範囲の主体的な活動を目指した。全児童
が集まることができないため、ＺＯＯＭを使っ
て各クラスに映像を配信してオンラインの集い
を実施した。

新しい生活様式での主体的な委員会活動の充実
を目指す。

特別活動の充実
全校集会（月１回）、講演会（年間６
回）、掃除（毎日）など「心を磨く」
活動を推進する。

A

コロナ禍のため、学年の枠を越えた活動がなか
なかできなかった。全校での集会や清掃活動も
できないので、学年単位の活動が中心となっ
た。ただし、感染予防を徹底し、租税教室や自
動車出張授業等は積極的に実施した。

今年度十分できなかった、学年の枠を超えた活
動を進める。

体験合宿の充実
各学年の合宿における体験活動を、独
自性と系統性を重視して実施する。 A

コロナ禍で夏期合宿が実施できなかったが、
「学びを止めない」という方針の下、合宿で予
定していた活動にできるだけ近いものを日帰り
活動として実施した。

各学年の宿泊行事を系統的に検証し、場所・内
容を再度見直し、安全に配慮したよりよいもの
にする。

体験学習の推進
授業での探求活動において、現場主
義、実践主義を重視する。 A

感染予防を徹底し、５年生のダイハツ出張授
業、６年生の琵琶湖博物館実習、４～６年生で
の大和文華館実習他、ほぼ計画通りの体験学習
を開催することができた。

外部講師出張授業による体験学習をさらに充実
させる。

クラブ活動の活性化

より高度な目標のもと、主体的で意欲
的な活動を推進する一方、児童と教員
双方の負担とならないよう課外活動の
日程や時間を考慮する。

B

学年の枠を超えた活動にリスクがあったので、
低学年クラブはほとんど実施できなかった。ま
た、課外活動について、３学期はほとんど活動
ができなかった。

教員の働き方改革、児童の加重負担などに十分
に配慮し、活動内容について再検討する。

自主参加体験活動の推進
土曜教室や長期休業中の体験活動など
を、積極的に計画的する。 B

コロナ禍で自主参加の体験活動が今年度もほと
んどできない状況だった。野菜栽培、ロボット
教室は、可能な範囲で開催できたが、オミクロ
ンが拡大した３学期は実施できなかった。児童
の参加意欲は高く、今後も継続を検討する。

今後、状況をみて、教員の個性と工夫を生かし
た多彩なプログラムを準備する。

２.-①　自己評価（教育活動に関するもの）

評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、Ｄ：改善を要する（できなかった）】

自己評価
結果

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策
具体的目標・方策及び評価指標

※（　）内は評価指標
評価項目

教
育
目
標

Ａ

教
科
指
導

Ａ

特
別
活
動

道
徳
教
育

人
権
教
育

Ａ
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授業におけるＩＣＴ活用
電子黒板、プロジェクター、書画カメ
ラ、タブレット端末等を効果的に授業
で利用する。（授業実施内容）

A
情報機器を活用しての教材づくりを進め、授業
実践に活用した。来年度、児童用タブレット端
末を導入するにあたり、活用方法を試行した。

児童用タブレット端末の効果的な活用をさらに
推進する。

ＩＣＴ教育の推進
タブレット端末やオンライン学習ソフ
トなどを活用した実践を推進する。 A

多人数が集まったり、学年間活動が困難な情勢
であったため、各授業で積極的にＩＣＴを活用
し、また全校集会もオンラインで実施した。

タブレット端末の有効活用を進め、授業の個別
最適化に役立てる。

「情報」授業の充実
先進的な授業内容が展開できるようカ
リキュラムを作成する。（週１回実
施）

A
情報科担当教員が年間カリキュラムを作成し、
プログラミングの位置づけも含め、全職員で共
有した。

児童用タブレット端末の導入にあたり、その有
効活用について、さらに検討する。

プログラミング教育の推
進

先進的な活動を展開する。４年生で
は、出張プログラミング講座の実施。 B

４年生情報科授業の中で、プログラミング講座
など、プログラミング学習を実施した。また、
長期休業期間の自主学習は、今年度も感染予防
の観点から、実施できなかった。

プログラミング学習について実践をさらに検証
し、よりよい内容に精選する。

ロボット教育の推進
プログラミング教育の発展として、先
進的な活動を展開する。（５年生１
回、６年生１回）

B

５年生、６年生全員を対象に、企業と連携して
先進的なロボット体験授業を計画していたがコ
ロナ禍のため実施できなかった。低学年では、
アフタースクール講座を活用してロボット体験
を実施することができた。

企業との連携により、より高度な内容を推進す
るとともに、ロボット教室の充実を目指す。

「英語」授業の充実
本校独自のカリキュラムに沿って、先
進的な活動を展開する。 A

文部科学省が目指す英語４技能のバランスを考
えた学習を本校独自のカリキュラムで実施し
た。さらにモジュール学習で英語に触れる時間
を確保した。

外部団体開催の英語コンテストへの積極的な参
加を継続する。

「国内留学」の推進

外国人講師を招いて実施する「国内留
学」を通じて、「話す」「聴く」力の
向上に向けて、引き続き、３年・４
年・５年の３カ年で実施する。

A

３～５年生を対象に、国内留学を東生駒キャン
パスで実施した。内容を十分吟味し系統的な活
動に調整した結果、有意義な活動ができた。ま
た、学園内の大学施設を利用することで安心安
全な活動ができた。

帝塚山大学での開催を前提に、さらに充実した
内容に再検討する。

海外姉妹校との交流
各学年の英語科で作成した作品を、海
外姉妹校に発信する。 B コロナ禍で、作品交流やオンライン交流を進め

ることができなかった。
オンライン交流をどう進めるか、今後の交流の
ありかたについて、検討する。

教員自己評価表の作成
各自のその年度での努力目標をはっき
りさせ、学期ごとに検討、改善を加え
る。

A

研究活動の一環として、自身の取組み方を再確
認するため、し、少人数の校内勉強会で意見交
換し、自己評価を行った。他校との交流はコロ
ナ禍でなかなか実施できず、他校の情報や現状
を知ることができなかった。

具体的な到達目標を設定し、自己研鑽を進め
る。

自己評価の目的の徹底
教員自己評価によって、各自が自らの
指導力向上と業務の効率化を意識す
る。

A

「働き方改革」の視点から、勤務時間、勤務内
容の効率化を図る努力をした。校務システムの
導入など作業の効率化を進める一方、教員の意
識改革がさらに必要である。

指導力の向上・内容の充実と業務の効率化との
バランスをどう保っていくべきかが、今後も検
討と共通理解を図る。

幼稚園との連携交流
体験入学や幼小合同行事、小幼交流授
業、小学校教員による授業など園児と
の交流を積極的に図る。

B
内部進学に向けて、帝塚山幼稚園の保育観察や
内部向け体験授業を実施することができた。交
流会や出張授業は実施できなかった。

帝塚山小学校教員の出張授業や小学生との交流
の場を復活させる。

中高との連携交流
教員、生徒間交流を積極的に行うとと
もに、内部進学率の向上を目指す。 B

５年生、６年生対象の体験授業、４～６年生保
護者対象説明会を実施した。教員間・生徒間交
流は実現できなかったが、内部進学推薦制度の
改革から３年が経過し、有効に機能している
が、課題もでてきた。

教員間・生徒間交流を実現する。また、課題を
踏まえて新内部進学推薦制度の一部改訂を行
う。

大学との連携交流
食物栄養学科、こども教育学科、日本
文化学科などと様々な交流活動を進め
る。交流件数５件以上を目指す。

B

帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科の学生に
よる食育授業は実施することができた。また、
教育学部の学生サポーター交流も実施できた
が、十分な回数を確保できなかった。

授業での児童の学習支援を通じて、さらに大学
との連携を深める。

幼稚園からの内部進学制
度の充実

内部進学推薦制度の充実や年長、年中
体験授業の推進など、円滑な接続に努
める。（内部進学率80％以上）

B

様々な連携行事、交流により、帝塚山小学校を
認知していただく機会を増やし、理解は深まっ
ている。しかしながらコロナ禍の影響も少なか
らず出ているように受け止められる。（内部進
学率は62％となった。）

園児、児童間の交流行事を今後積極的に企画
し、内部進学者をさらに確保する。

中学校への内部進学指導
の充実

内部進学推薦制度の充実や６年、５年
体験授業の推進など、円滑な接続に努
める。（内部進学合格率60％以上）

B

小中連携会議を繰り返し、内部進学推薦制度の
改善を図った。帝塚山中学校への内部進学率
は、昨年度実績をやや上回り、56％となった
が、現在も児童保護者の希望と実際の進学実績
には乖離がある。

内部進学制度や内部中学について、保護者にさ
らに周知する必要がある。

教
育
連
携

内
部
進
学

Ｂ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

Ａ

国
際
理
解
教
育

Ａ

教
員
評
価

Ａ

評価項目
具体的目標・方策及び評価指標

※（　）内は評価指標
自己評価
結果

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策
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学校安全計画の充実
児童の安全教育の充実を図るため、安
全教育に関する講習会を実施。（児童
２回、職員２回）

B
保健体育部による校内安全点検を毎月実施した。
職員対象の救命講習ほか講習会は、コロナ禍によ
り実施できなかった。

安全管理は保健体育部の管轄とし、中高との連携
の上、充実を図る。

学校保健計画の充実
児童の健康教育の充実を図るため、保
健教育に関する職員研修会を行う。
（年３回実施）

A
全学年で食育授業を実施し、カルシウムについて
考えさせた。また、４、５年対象の性教育出張授
業を実施した。

健康に関する意識を高めるための積極的な啓発活
動を今後重視する。

学校防災計画の推進
現実的な抜き打ち防災訓練を計画する
とともに、防災設備の充実を図る。
（年10回実施）

A
全体での実施が困難な時期があり、待避行動や安
全確保だけの訓練になったこともあったが、児童
の意識を向上させることができた。

さらに、様々な想定での訓練の実施と児童の意識
向上を目指す。

保護者との連絡体制の充
実

電話や家庭訪問、面談などによる連絡
相談と２種類のメールによる連絡体制
をとる。

A
電話・メールでの連絡、必要に応じての家庭訪問
など、きめ細やかな連絡に注力した。また「学級
通信」も積極的に発行した。

文書とメールの双方の特性を考慮して発信方法を
今後も使い分ける。

学校カウンセリングの充
実

保護者希望者対象のカウンセリングを
定期的に実施するとともにカウンセ
ラーの有効活用を促進する。

A

保護者の要望が多く、カウンセリングの機会が大
変増加している。また、学習上の支援や観察が必
要な児童もあり、カウンセラーを通じて指導や観
察を実施した。

専属カウンセラー対応時間を実情に即したものに
調整し、カウンセリングや個別指導のさらなる充
実を目指す。

情報管理の徹底
公文書や個人情報データを適正に保
護、管理する。（外部流出ゼロ） A

重要書類の外部流失がないよう、教員全員に周知
徹底を図った。また「あゆみ」、「指導要録」を
システム化した初年度にあたり、使用方法をさら
に徹底し、そのデータ保管も厳正に行った。デー
タ媒体は厳重に管理している。

児童の成績などのデータベース化に加え、成績等
の情報管理を徹底し、システム化の安全な運用を
目指す。

施設・設備の安全管理
生活指導部、保健体育部により、施設
設備の安全点検を実施する。（年３回
実施）

A
学期ごとに安全点検を実施し、結果をその都度一
括管理した。その結果を生かし、必要部分を早急
に修繕した。

安心安全な学校の環境作りを今後も進める。

職員のメンタルヘルスの
推進

管理職と教職員相互の連絡、報告、相
談が円滑に行われ、健全な職場環境を
保障する。

A

メンタルヘルス研修をオンラインで開催した。職
員間の情報共有やカウンセラーとの話し合い等、
小学校教育についての理解を深めることができ
た。

教職員のメンタル面での悩みに対し、早期対応で
きる環境整備をさらに充実させる。

関係機関との連携
学校医や市・県の関係機関との連絡、
相談体制を整備する。 A

要保護児童の対応について県・市の子育て相談セ
ンターと連絡を密にし、必要な場合はケース会議
も開催した。

今後も児童の家庭環境を注意深く観察し、必要に
応じて関係機関に情報提供を行う。

研究の組織・計画・実施
研究主題に沿った校内研究を計画的、
効果的に進める。 A

授業研究部を中心に、授業力の向上を目指し、授
業公開の機会を確保した。また全職員が関わる研
究授業を４回実施した。

帝塚山大学教育学部と連携して、効率的、効果的
な研究体制をさらに構築する。

校内研修の実施
目的に沿った校内研修を実施し、その
成果を確実に教育実践の場に生かす。
（年１人１回以上実施）

A
授業研究を中心とした校内研修を積極的に実施。
また全員参加による指定公開授業を実施した。ま
た、協議会を開催し、授業研究を進めた。

現場で即活用できる実践的研修を継続的に実施す
る。

校内研究の充実
研究部を中心とした研究とともに、各
自の学級経営、教科に関する研究を推
進する。

A 校外での研究活動がなかなか実施できないことか
ら、校内でできる研究を充実させた。

より効果的な校内研究の方向性を考察する。

校外研究会への参加
自主的・積極的に参加した校外研究会
の成果を校内で生かす。（年１人２回
以上）

B

私立小学校連合会主催の研修会は、春の研修は中
止になったが、秋はオンラインを中心にして開催
することができた。オンライン形式の研修会が開
催されるようになり、状況はやや改善したが、や
はり、他校を訪問しての授業研究や研修会には遠
く及ばない。

来年末の幹部研修会は、奈良での開催が予定され
ているので、同研修会を通じて他校との交流を深
める。

広報部、管理職の役割分
担

広報部員、管理職がそれぞれ適切な役
割分担を行って、効果的な広報活動を
展開する。

A

限られた広報の機会を活用し、コロナ禍での学習
保障の取組みなどを広くアピールした。安心安全
な学校作りを目指して、実践していることを広報
した。

新しい生活様式に基づいた広報活動の方法を模索
する。効果的な広報活動と、地道な情宣活動を推
進する。

広報部会の開催
広報部会を開催し、広報戦略について
議論を深めていく。（複数回実施） A

週１回程度、広報部長の呼びかけで広報部会を開
催した。広報の方法や実施内容について検討し
た。常に競合校の状況と募集状況を考慮した広報
戦略の立案に努めた。

本校の教育活動を広く理解していただくため、説
明会や体験授業をさらに充実させる。

ホームページの充実

ホームページでの教育内容紹介、募集
行事発信、ニュースアンドトピックス
の毎日更新など、ネットによる効果的
な広報活動を展開する。

A

コロナ禍の中で、安全対策を徹底した行事や教育
活動の取組みなどを積極的に採り上げホームペー
ジに掲載した。また、このことが奈良新聞にも掲
載され、学びを止めない姿勢をアピールすること
ができた。

広報活動の中心的役割として、魅力ある発信を続
け、さらに内容を充実させる。

募集活動の積極的展開

幼児教室・幼稚園の訪問、外部説明
会・外部子育て講演会の開催、ダイレ
クトメールの発送など積極的な募集活
動を展開する。募集定員充足を必達す
る。（入学者数70名以上）

B

９月の入試では外部から昨年度並みの受験者を確
保することができたが、入学者数70名以上は確保
できなかった。コロナ禍による広報不足を補うた
めに11月に２次募集、１月に３次募集を行った。
最終的には64名の入学予定者を確保することはで
きたが、次年度に向け、さらなる広報活動が必要
である。

外部幼稚園、幼児教室などへのきめ細かな広報活
動を行う。

入学説明会の充実
全クラス授業公開や児童発表など、本
校独自の内容で魅力を発信する。（参
加者数延べ150名）

A

６月・８月の説明会は規模を縮小して実施した
が、オンラインも併用して、効果的に実施するこ
とができた。また、幼児教室主催の説明会にも出
向いて広報活動を行った。

コロナ禍での教育活動について、保護者の関心が
高まっているのが現状。本校の独自性をアピール
する。

体験入学の充実

全８コースの体験授業を用意し、それ
ぞれに高学年児童が付き添う本校独自
の内容を展開する。（昨年度以上の参
加者数）

A

５月の体験入学、内部は実施できたが、外部は開
催できなかった。１月の体験入学は感染拡大によ
り延期して３月に実施し、内部26家庭、外部53家
庭の申し込みがあった。

積極的に体験授業を開催する。子どもが参加して
楽しかったと感じるプログラムを今後も検討す
る。

「不易流行」の重視

保護者の期待する先進的な教育内容
と、普遍的で伝統的な価値観に基づく
教育内容の両立を目指した本校の特長
を意識して発信する。（ＨＰ更新）

A

令和４年度のタブレット導入に向けて、ＩＣＴ機
器を通信手段として活用する試行を進めた。一方
で、普遍的に大切なこととして、「帝塚山ノー
ト」を導入し、書いて表現することを進めた。こ
れらの取組みについて、ホームページでの広報の
ほか、保護者会でも報告した。

デジタル（ＩＣＴ）とアナログ（自筆）双方のバ
ランスを考えた教育の利点を保護者に訴え続け
る。

近隣競合校との差別化
本校教育の特長について、他校と明確
に差別化したメリットとして発信する
ことに努力する。（ＨＰ更新）

A

プログラミングや英語教育についての他校の取組
みが進行する中、従来からの体験学習や本校独自
の学習形態である「おしらせ学習」の効果につい
て広く広報した。

今後さらに本校の特色を明確にする。

総合学園の魅力の発信
同じキャンパス内に全ての校種が共存
し、交流連携していることのメリット
を発信する。（ＨＰ更新）

B
大学の出張授業や中高見学会などは実施できた
が、予定していた交流会や、学習サポーターなど
十分にできないことも多かった。

コロナの状況が改善すれば、学校間の交流連携を
活性化する。

今後の課題・改善方策評価項目
具体的目標・方策及び評価指標

※（　）内は評価指標

研
究
・
研
修

Ａ

２.-②　自己評価（学校経営に関するもの）

自己評価結果
評価結果の分析

（評価の観点、理由）

評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、Ｄ：改善を要する（できなかった）】

募
集
活
動

募
集
活
動

Ａ

組 織 運
営
安 全 管
理
保 健 管
理

Ａ

Ａ
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学校評価表の作成

学校評価表の作成にあたって、重点目
標に特化し、より現実的な項目になる
よう努める。事業計画との連動を実現
する。

A

コロナ禍で計画通りの教育活動ができなかった
が、活動内容を振り返り、各項目について精査
し、現実的な内容にした。今年度の反省を生か
し、内容を自己点検、自己評価できるものにし
た。

今年度の反省にたった次年度の改善点を明確化す
る。

学校関係者評価委員会で
の議論結果の重視

委員会での意見を十分に尊重し、次年
度での改善に努めている。総合評価
「Ａ」を確保する。（総合評価「Ａ」
確保）

A

評価委員会のご意見を受け、特にコロナ禍におけ
る学校の情報発信や保護者との連絡体制につい
て、より充実させるように取り組んだ。また、委
員会のご意見を教職員で共有し、今後の教育活動
に生かす。

今後も忌憚のないご意見をいただけるように努め
る。

学園財政状況についての
共有化

学園財政の現状について全教職員の共
通理解を図る。「財政健全化計画（小
学校・幼稚園編）」を全教職員に配付
し、徹底を図る。（「財政健全化計画
（小学校・幼稚園編）」）

A

学園の財政状況に対する共通理解を図り、予算執
行の際も、費用対効果を意識して慎重に支出する
よう周知徹底した。小学校における財政健全化に
対する共通理解を図り予算のスリム化についての
職員の理解を得た。また、予算執行期限を厳守す
るよう徹底した。

学園の財政状況について、公開情報等を元に的確
に説明する。

学校各部予算案の立案
財政状況を理解の上、費用対効果をふ
まえた適正な予算案を作成する（予算
案作成）

A
新カリキュラムの運用にあたり、最小限必要な補
充物品を確認し、予算化した。学校全体として合
理的な予算執行をした。

常に公開されている財務情報を都度開示して、学
園の経営安定化に対する職員の理解を求める。

経費の節減
節電や材料の節約、有効利用など、経
費節減への意識を強化する。 A 職員で経費節減への共通認識をもって臨み、各項

目で概ね予算内に収めることができた。
なぜ必要か、どのような価値があるかを徹底して
検証する。

３．学校関係者評価

（学校関係者評価実施日：令和４年４月１９日。　　学校関係者評価委員会委員：育友会会長、育友会顧問、帝塚山大学教授、帝塚山幼稚園園長）

評価項目
具体的目標・方策及び評価指標

※（　）内は評価指標
自己評価結果

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策

②アクティブラーニングに関する領域は、以前から本校の教育内容の良い部
分として評価されている。コロナ禍が継続する場合に、その内容を、今後ど
のように発揮していくかが課題となるように思う。

①ICTやオンラインを用いた、学びを止めない学校の姿勢は評価するが、欠
席児童や休校時の対応として、ホームルームだけでも双方向のオンラインで
実施できなかったか。保護者の中には、児童のためのコミュニケーション
ツールや双方向での通信ツールとしてのICT利用を求める声が多いように思
う。

意　　見

学
校
運
営

Ａ

①授業やホームルームなど児童の教育活動をオンライン通信することは、今回のコロナ禍等の中では大変便利な方
法である。ただ、大きな課題として、家庭と学校双方で、ネットリテラシー等の徹底を図ることや、安心安全な環
境を整備することが必要かつ重要である。今後は、このような環境をきちんと構築し、コミュニケーションツール
として活用できることを目指したい。

改　　善　　方　　策

学
校
評
価

Ａ

④食事は子どもの生活の中で大きな意味を持っている。身体の健康維持はもとより、食事に楽しみを見いだすこと
により、精神的な活力の源にもなる。学校において、給食は楽しみのひとつであると、子どもには捉えてほしい。
そのため、給食の改善については、委託先の事業者とも協議・連携して、魅力的なものになるよう、さらに検討を
続けたい。

③教職員の仕事は「これで終わり（十分）」というのがないのが現状である。子どものことを考え、教員自身が納
得できるものにするために、どうしても多忙になってしまう。今のところは、教員の熱意によって支えられてはい
るが、これが続いて体調を壊してしまうと台無しである。よりよい授業、よりよい対応するためには、まず、教員
のコンディションが重要とよくいわれる。教員の意思疎通を図り、職場環境をよりよくするとともに、無理無茶を
しない態勢を作っていきたい。

②本物にふれ、自ら主体的に学習を進めることは、本校教育の大きな目標のひとつである。それだけに、その場に
出向いたり、本物を体験する場が制約されると大きなダメージとなりかねない。令和３年度の夏の活動は、その制
約の中で、安全対策を十分に施した上で、慎重に実施した成果である。今後、もし、事態が悪化するとしても、今
回の活動実績が大きな参考になるものと思われる。

④給食に関して、「美味しくない」「残飯が多い」という子どもたちの声は
見過ごせない。児童の健康面に関わることであり、学校としても広報上デメ
リットである。改善方策を考えていただいているが、引き続き対応をお願い
したい。

③教職員が多忙すぎる。働き方改革や校務の効率化で解決できるものではな
いように思う。教職員のメンタルヘルスを大切にし、先生も子どもも元気で
魅力的な学校にしてほしい。
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